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化
し
、
今
後
嶺
南
地
域
の
イ
メ
ー

ジ
ア
ッ
プ
と
観
光
客
の
誘
致
を
目

指
し
情
報
交
換
や
、
観
光
情
報
の

発
信
、
物
産
展
の
開
催
な
ど
を
積

極
的
に
進
め
て
い
た
だ
く
予
定
で

す
の
で
、
本
市
も
今
後
若
狭
湾
観

光
連
盟
と
の
情
報
交
換
、
連
絡
調

整
に
努
め
る
と
と
も
に
観
光
情
報

の
共
同
発
信
や
受
入
れ
体
制
づ
く

り
等
の
事
業
に
つ
い
て
近
隣
自
治

体
と
連
携
を
図
り
、
若
狭
地
域
の

中
心
観
光
都
市
と
し
て
の
役
割
を

果
た
す
べ
く
広
域
観
光
産
業
の
発

展
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り

た
い
。

奨
学
資
金
制
度
の
現
状
と

今
後

の
取
組
み
に
つ
い

て
、
国
及
び
小
浜
市
に
お
い
て
、

教
育

の
機
会
均
等
を
目
的
と
し

て
、
奨
学
資
金
制
度
が
取
り
入
れ

ら
れ
、
こ
の
制
度
を
活
用
し
、
多

く
の
優
秀
な
人
材
が
育
成
さ
れ
て

お
り
、
地
元
企
業
で
は
そ
う
し
た

優
れ
た
人
材
を
求
め
て
お
り
ま

す
。
そ
こ
、で
、
こ
の
制
度
を
利
用

さ
れ
た
若
者
が
小
浜
市
内
に
就
職

さ
れ
た
と
き
、
制
度
資
金
の
償
還

を
免
除
す
る
よ
う
な
政
策
を
取
り

入
れ
る
考
え
が
な
い
か
お
尋
ね
し

ま
す
。

本
市
の
奨
学
資
金
の
現
状

は
、
日
本
育
英
会
奨
学
資

金
制
度
等
他
の
制
度
を
利
用
さ
れ

る
方
も
多
く
、
若
干
減
少
傾
向
に

あ
り
ま
す
が
、
平
成
五
年
か
ら
八

年
ま
で
の
四
年
間
で

一
一
九
名
、

毎
年
高
校
か
ら
大
学
ま
で
三
十
名

前
後
利
用
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
今

後
も
市
奨
学
資
金
貸
付
条
例
に
よ

り
運
営
し
ま
す
。
地
元
就
職
者
に

対
し
て
の
奨
学
資
金
返
還
免
除
に

つ
い
て
は
、
制
度
が
元
金
と
返
還

金
を
も

つ
て
無
利
子
で
新
た
に
貸

し
付
け
る
と
い
う
シ
ス
テ
ム
で
あ

り
免
除
す
る
と
そ
の
分
新
た
な
貸

付
け
が
出
来
な
く
な
り
、
制
度
自

体

の
存
続
が
出
来
な
く
な
る
た

め
、
現
在
の
と
こ
ろ
現
状
の
ま
ま

続
け
て
ま
い
り
た
い
。

地
価

の
動
向
に
つ
い
て
、

不
動
産
、
特
に
土
地
の
価

格
は
同

一
土
地
の
生
産
は
出
来
な

い
と
い
う
土
地
の
非
生
産
性
並
び

に
特
異
性
、
ま
た
そ
の
特
定
性
の

た
め
、
価
格
決
定
に
つ
い
て
は

一

般
財
貨
の
価
格
決
定
と
は
乖
離
し

た
特
定
価
格
で
あ
り
ま
す
。
近
年

大
都
市
あ
る
い
は
、
全
国
の
中
小

都
市
の
土
地
の
価
格
は
下
落
傾
向

に
あ
り
、
本
市
に
お
い
て
も
本
年

に
入
り
、
公
示
価
格
、
先
の
路
線

価
格
に
つ
い
て
も
商
業
地
を
中
心

と
し
て
下
落
傾
向
が
著
し
く
、
今

後
中

↓
長
期
的
に
み
て
本
市
の
上

地
の
価
格
推
移
に
つ
い
て
ど
の
よ

う
に
考
え
て
い
る
の
か
お
尋
ね
し

ま
す
。

Ａ
Ａ

林
姉
腋
耐
強
い
け
限
誰
麒

の
影
響
が
少
な
か

っ
た
た
め
、
平

成
五
年
こ
ろ
ま
で
地
価
は
緩
や
か

な
上
昇
ま
た
は
横
ば
い
で
推
移
し

て
お
り
ま
し
た
が
、
平
成
六
年
こ

ろ
か
ら
駅
前
町
を
中
心
と
す
る
商

業
地
に
お
い
て
下
落
が
始
ま

っ
て

お
り
ま
す
が
、
本
市
の
場
合
地
価

高
騰
の
あ
お
り
を
あ
ま
り
受
け
て

い
ま
せ
ん
の
で
商
業
の
低
迷
等
に

よ
る
土
地
利
用
が
無
く
な

っ
て
い

る
の
が
主
な
原
因
か
と
考
え
て
お

り
ま
す
。
ま
た
、
商
業
地
の
地
価

の
動
向
に
つ
い
て
は
、
地
価
調
査
、

地
価
公
示
を
見
る
と
、
基
準
地
、

標
準
地
の
あ
る
駅
前
町
で
平
成
五

年
を
境

に
三
年

で

マ
イ
ナ
ス

一

八

・
九
％
、
小
浜
地
区
の
鹿
島
で

二
年
で
マ
イ
ナ
ス
七

・
八
％
、
生

玉
で
は

一
年
で

一
・
七
％
そ
れ
ぞ

れ
下
落
し
て
お
り
ま
す
。
い
ず
れ

も
都
市
計
画
区
域
の
商
業
地
、
近

隣
商
業
地
で
あ
り
、
そ
の
周
辺
も

下
落
を
し
て
い
る
も
の
と
考
え
て

い
る
。
調
査
に
よ
る
と
、
地
価
は
、

下
落
に
底
を
打

っ
て
お
ら
ず
、
ま

だ
下
が
り
続
け
て
い
る
も
の
と
思

わ
れ
る
が
、
他
の
地
域
に
つ
い
て

は
年
ゼ
ロ
か
ら
三
％
で
緩
や
か
に

上
昇
し
て
お
り
、
と
り
わ
け
問
題

は
な
い
と
考
え
て
い
る
。

若
狭
縦
貫
自
動
車
道
の
建

設
に
際
し
、
今
富
ル
ー
ト

の
建
設
計
画
に
つ
い
て

①
昭
和
二
八
年
の
台
風
十
三
号
に

よ
る
大
水
害
の
経
験
か
ら
、
そ

の
構
造
を
盛
上
で
は
な
く
、
高

架
に
よ
る
も
の
に
で
き
な
い
か
。

②
ア
ク
セ
ス
道
路
周
辺
の
開
発
計

画
に
つ
い
て

③
自
動
車
道
の
専
門
部
署
の
開
設

に
つ
い
て

▲公
〔

知
は
期
以
が
勘
劇
の
輸
期

に
つ
い
て
は
参
考
図
で
あ
り
、
決

定
さ
れ
た
も
の
で
は
な
く
、
構
造

物
に
つ
い
て
は
、
今
後
施
行
命
令

が
出
た
後
地
質
調
査
を
行
い
、
そ

の
地
形
、
地
質
に
合
っ
た
適
切
な

構
造
に
決
定
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ

て
お
り
ま
す
が
、
災
害
を
二
度
と

繰
り
返
さ
な
い
た
め
に
も
、
構
造

物
に
つ
い
て
は
本
市
の
特
性
を
十

分
に
上
部
機
関
へ
伝
え
た
い
。
市

民
の
方
か
ら
い
た
だ
い
た
意
見
は

十
分
に
尊
重
し
、
可
能
な
限
り
対

応
さ
せ
て
い
た
だ
く
。

②
小
浜
縦
貫
線
と
北
川
間
の
府
中

地
係
に
小
浜
イ
ン
タ
ー
が
予
定
さ

れ
て
お
り
、
小
浜
縦
貫
線
は
、
小

浜
市
街
地
と
東
部
及
び
上
中
方
面

を
連
結
す
る
最
重
要
路
線
と
し
て

整
備
を
進
め
て
い
る
。
ま
た
、
国

道
二
七
号
と
の
ア
ク
セ
ス
が
不
可

．

欠
と
な
っ
て
お
り
、
今
回
国
道
二

七
号
と
イ
ン
タ
ー
を
運
結
す
る
道

路
を
小
浜
イ
ン
タ
ー
線
と
し
て
都

市
計
画
決
定
す
る
予
走
で
あ
り
ま

す
。
小
浜
イ
ン
タ
ー
線
は
、
小
浜

縦
貫
線
か
ら
高
速
道
路
に
並
行
に

Ｊ
Ｒ
小
浜
線
を
高
架
で
横
断
し
、

木
崎
地
係
で
国
道
二
七
号
に
平
面

交
差
す
る
幅
員
二
五
メ
ー
ト
ル
の

四
草
線
道
路
で
県
が
施
工
し
ま

す
。

③
若
狭
縦
貫
自
動
車
道
に
つ
い
て

は
大
変
大
き
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で

あ
る
た
め
、
平
成
七
年
十
月
か
ら

近
畿
自
動
車
道
敦
賀
線
推
進
協
議

会
を
設
置
し
対
応
し
て
お
り
、
現

在
そ
の
窓
回
は
、
施
工
命
令
が
出

る
ま
で
は
企
画
部
に
お
い
て
対
応

し
、
施
工
命
令
が
出
た
後
は
建
設

部
が
窓
日
と
し
て
対
応
す
る
こ
と

に
な
っ
て
お
り
ま
す
が
、
今
後
新

年
度
の
機
構
改
革
の
中
で
十
分
検

討
し
ま
す
。
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市
内
の
幹
線
道
路
に
つ
い

て
、
日
常
的
渋
滞
解
消
の

た
め
、
交
通
網
の
整
備
に
つ
い
て

そ
の
進
捗
状
況
を
お
尋
ね
し
ま

す
。

①
国
道
二
七
号
木
崎
交
差
点
周
辺

に
つ
い
て

②
主
要
地
方
道
小
浜
上
中
線
に
つ

い
て

③
小
浜
中
部
地
区
農
免
道
路
に
つ

い
て

④
都
市
計
画
道
路
臨
港
線
に
つ
い

て
⑤
多
賀
竹
原
松
ヶ
崎
線

（水
取
大

橋
）
に
つ
い
て

⑥
考
狭
西
街
道
に
つ
い
て

Ａ
Ａ
中
的
琳
醐
戦
緩
舶
瑚
刺
和
中

―
ズ
に
流
す
た
め
、
現
在
道
路
改

良
し
て
お
り
、
市
道
遠
敷
幹
線
と

国
道
二
七
号
の
交
差
点
に
移
行
す

る
よ
う
整
備
計
画
の
中
に
組
入
れ

実
施
に
向
け
て
検
討
し
て
い
る
。

②
小
浜
上
中
線
に
つ
き
ま
し
て

は
、
上
竹
原
地
係
は
用
地
補
償
の

契
約
完
了
、
府
中
地
係
は
契
約
を

残
す
の
み
、
遠
敷
地
係
に
つ
き
ま

し
て
は
登
記
も
完
了
し
て
お
り
、

全
線
完
成
予
定
に

つ
き
ま
し
て

は
、
平
成
十
年
春
ご
ろ
を
予
定
し

て
い
る
。

③
中
部
地
区
農
免
道
路
に
つ
い
て

は
、
府
中
か
ら
次
吉
ま
で
を

一
期

と
し
、
北
川
ま
で
が
完
成
し
て
お

り
、
現
在
昇
降
路
部
分
を
整
備
中

で
あ
る
。

④
臨
港
線
に
つ
い
て
は
用
地
交
渉

も
大
詰
め
と
な
り
、
物
件
移
転
が

完
了
し
ま
す
と
今
年
度
内
に
も
工

事
が
再
開
さ
れ
る
。
な
お
市
街
地

の
中
で
の
工
事

の
た
め
あ
と
四
、

五
年
の
期
間
が
必
要
と
考
え
て
い

Ｚつ
。

⑤
多
賀
竹
原
松
ケ
崎
線
は
、
土
地

区
画
整
理
事
業

で
施
工
し
て
お

り
、
物
件
移
転
交
渉
が
完
了
し
た

と
こ
ろ
か
ら
工
事
を
進
め
て
い

る
。
ま
た
、
水
取
か
ら
上
竹
原
を

結
ぶ
橋
梁
事
業
は
県
に
施
工
し
て

い
た
だ
い
て
い
る
。
完
成
目
標
は

平
成
十
三
年
度
で
あ
る
。

①
若
狭
西
街
道
に
つ
い
て
は
、
松

永
川
と
遠
敷
川
の
橋
梁
工
、
上
野

地
係
の
道
路
工
と
ト
ン
ネ
ル
エ
や

神
富
寺
地
係
の
道
路
工
を
施
工
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
い
ず
れ

に
し
て
も
広
域
的
な
事
業
で
あ

り
、
こ
の
事
業
が
円
滑
に
推
進
出

来
る
よ
う
市
民
の
皆
様
の
ご
協
力

を
お
願
い
す
る
し
だ
い
で
あ
り
ま

す
。

長
寿
社
会
実
現
の
た
め

の
高
齢
者
福
祉
計
画
こ

す
も
す
プ
ラ
ン
の
最
終
年
度
平
成

十

一
年
度
に
向
け
て
の
進
捗
状

況
、
さ
ら
に
計
画
と
現
実
と
の
差

異
は
な
い
か
。
そ
れ
に
対
す
る
見

直
し
は
な
い
か
。

Ａ
〔

に
膨
噺
卿
帥
鵬
Ⅶ
ガ
々
門

部
門
の
充
実
、
高
齢
者
の
生
き
が

い
対
策
の
三
点
を
中
心
と
し
て
お

り
、
進
捗
状
況
は
実
現
可
能
な
内

容
と
な

っ
て
い
る
た
め
順
調
に
進

捗
し
て
い
る
。

ソ
フ
ト
部
門
の
在
宅
サ
ー
ビ
ス

に
つ
き
ま
し
て
は
、
利
用
ニ
ー
ズ

を
見
な
が
ら
提
供
し
て
い
る
た

め
、
日
標
水
準
に
近
づ
け
る
と
思

っ
て
い
る
。

計
画
の
見
直
し
に
つ
い
て
は
、

計
画
期
間
が
比
較
的
短
い
こ
と
や

目
標
量
そ
の
も
の
が
利
用
ニ
ー
ズ

を
見
な
が
ら
実
施
し
て
い
く
体
制

を
と

っ
て
い
る
こ
と
か
ら
期
間
中

の
見
直
し
は
考
え
て
い
な
い
。

近
く
介
護
保
険
制
度
の
導
入
が

予
定
さ
れ
、
福
祉
、
保
健
、
医
療

制
度
が
大
き
く
変
化
す
る
も
の
と

予
想
さ
れ
ま
す
が
、
市
民
の
エ
ー

ズ
に
対
し
ま
し
て
質
、
量
の
両
面

で
そ
の
基
盤
整
備
、
底
上
げ
を
図

っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。
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義
務
教
育
費
国
庫
負
担
制
度

は
、
教
育
の
機
会
均
等
と
そ
の
水

準
の
維
持
向
上
を
は
か
る
制
度
と

し
て
定
着
し
て
お
り
、
現
行
教
育

制
度
の
重
要
な
根
幹
を
な
し
て
い

Ｚつ
。し

か
し
政
府
は
、　
一
九
八
五
年

度
以
降
、
教
材
費
、
旅
費
、
思
給

費
お
よ
び
共
済
費
の
一
般
財
源
化

等
を
行
う
な
ど
、
国
庫
負
担
の
縮

減
を
行
っ
て
お
り
、　
一
九
九
七
年

度
予
算
編
成
に
お
い
て
も
、
学
校

事
務
職
員
と
学
校
栄
養
職
員
の
給

与
費
等
が
国
庫
負
担
の
対
象
か
ら

除
外
さ
れ
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
て

い
る
。

こ
れ
ら
職
員
の
配
置
は
、
学
校

運
営
に
不
可
欠
な
も
の
で
あ
り
、

こ
の
制
度
の
改
定
は
、
厳
し
い
地

方
財
政
を
さ
ら
に
圧
迫
し
、
義
務

教
育
の
円
滑
な
推
進
と
教
育
水
準

の
維
持
向
上
に
多
大
な
影
響
を
及

ぼ
す
も
の
で
あ
る
。

よ

っ
て
、
政
府
に
お
か
れ
て
は
、

現
行
の
義
務
教
育
費
国
庫
負
担
制

度
を
堅
持
さ
れ
る
よ
う
強
く
要
望

す
る
。

以
上
、
地
方
自
治
法
第
九
十
九

条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
意
見
書

を
提
出
す
る
。

平
成
八
年
九
月
二
十
日

小

浜

市

議

会

治
水
事
業
は
、
水
害
、
土
砂
災

害
、
渇
水
被
害
な
ど
か
ら
市
民
の

生
命
と
財
産
を
守
り
、
活
力
あ
る

経
済
社
会
と
安
全
で
快
適
な
生
活

環
境
を
創
造
す
る
た
め
、
生
活
基

盤
整
備
の
中
で
も
最
も
優
先
的
に

実
施
す
べ
き
根
幹
的
事
業
で
あ

り
、
緊
急
か
つ
計
画
的
に
整
備
を

図
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
本
市
の
河
川
、

砂
防
施
設
の
整
備
状
況
は
、
い
ま

だ
万
全
な
も
の
と
は
言
え
ず
、
台

風
や
集
中
豪
雨
の
た
び
に
被
害
を

受
け
て
お
け
、
そ
の
対
策
が
急
が

れ
る
と
と
も
に
、
夏
の
深
刻
な
渇

水
状
況
を
踏
ま
え
た
緊
急
な
水
資

源
対
策
が
望
ま
れ
る
と
こ
ろ
で
あ

″つ
。ま

た
、
国
上
の
均
衡
あ
る
発
展

を
図
る
た
め
、
地
域
活
性
化
へ
の

対
応
と
し
て
水
と
緑
豊
か
な
地
域

づ
く
り
を
積
極
的
に
推
進
す
る
必

要
が
あ
る
。

よ
っ
て
、
政
府
に
お
か
れ
て
は
、

治
水
事
業
を
強
力
に
促
進
す
る
た

め
に
、
平
成
九
年
度
を
初
年
度
と

す
る
第
九
次
治
水
事
業
五
箇
年
計

画
の
策
定
を
す
る
と
と
も
に
、
下

記
事
項
に
つ
い
て
特
に
配
慮
さ
れ

る
よ
う
強
く
要
望
す
る
。

記

一
、
第
九
次
治
水
事
業
五
箇
年
計

画
に
お
け
る
大
幅
な
事
業
費
枠

を
確
保
す
る
こ
と
。

二
、
市
民
が
安
心
し
て
生
活
で
き

る
川
づ
く
り
を
積
極
的
に
推
進

す
る
た
め
、
平
成
九
年
度
治
水

事
業
予
算
の
大
幅
な
増
額
を
図

ス
０
≡
」
レ
Ｃ
。

三
、
今
後
の
河
川
整
備
に
あ
た
っ

て
は
、
水
循
環
と
自
然
環
境
の

保
全
に
配
慮
し
た
総
合
的
な
施

策
を
展
開
す
る
こ
と
。

四
、
今
後
の
河
川
整
備
に
あ
た
っ

て
は
、
地
域
と

一
体
と
な
り
、

活
力
あ
る
地
域
づ
く
り
と
安
全

で
豊
か
な
社
会
基
盤
の
形
成
を

図
る
こ
と
。

以
上
、
地
方
自
治
法
第
九
十
九

条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
意
見
書

を
提
出
す
る
。

平
成
八
年
九
月
二
十
日

小

浜

市

議

会

道
路
は
最
も
基
本
的
な
社
会
基

盤
で
あ
り
、
二

一
世
紀
に
向
け
、

国
上
の
均
衡
あ
る
発
展
を
図
る
と

と
も
に
、
活
力
あ
る
地
域
づ
く
り

や
、
豊
か
な
暮
ら
し
づ
く
り
、
安

全
で
快
適
な
環
境
づ
く
り
を
支
援

す
る
た
め
に
は
、
高
規
格
幹
線
道

路
か
ら
市
町
村
道
に
至
る
道
路
網

の
整
備
を

一
層
促
進
す
る
こ
と

が
、
是
非
と
も
必
要
で
あ
る
。

し
か
る
に
、
わ
が
国
の
道
路
の

現
状
は
、
特
に
地
方
に
お
い
て
未

だ
十
分
で
な
く
、
本
市
に
お
い
て

も
、
近
畿
自
動
車
道
敦
賀
線
を
は

じ
め
と
す
る
高
規
格
道
路
か
ら
市

道
に
至
る
ま
で
の
、
道
路
整
備
に

対
す
る
市
民
の
要
望
は
極
め
て
強

い
も
の
が
あ
る
。

よ
っ
て
、
政
府
に
お
か
れ
ま
し

て
は
、
道
路
整
備
の
重
要
性
を
深

く
認
識
さ
れ
、
次
の
事
項
を
実
現

さ
れ
る
よ
う
強
く
要
望
す
る
。

記

一
、
ガ
ソ
リ
ン
税
、
軽
油
引
取
税
、

自
動
車
取
得
税
等
の
道
路
特
定

財
源
諸
税
の
現
行
の
税
率
を
絶

対
に
堅
持
す
る
と
と
も
に
、　
一

般
財
源
の
大
幅
投
入
に
よ
り
、

地
方
の
道
路
整
備
財
源
の
充
実

を
図
る
こ
と
。

二
、
平
成
九
年
度
予
算
の
編
成
に

あ
た
っ
て
は
、
第
十

一
次
道
路

整
備
計
画
の
完
成
達
成
の
た

め
、
道
路
整
備
費
の
大
幅
な
拡

大
確
保
が
図
ら
れ
る
よ
う
配
慮

す
る
こ
と
。

以
上
、
地
方
自
治
法
第
九
十
九

条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
意
見
書

を
提
出
す
る
。

平
成
八
年
九
月
二
十
日

小

浜

市

議

会

意
見
書
と
は
地
方
公
共
団
体

の
公
益
に
関
す
る
こ
と
に
関

し
、
議
会
が
地
方
公
共
団
体

の
機
関
と
し
て
の
意
思
を
意

見
と
し
て
ま
と
め
た
文
書
の

こ
と
で
す
。
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筵
こ
う

す
べ
て
の
勤
労
者
は
文
化
的
生

活
が
保
障
さ
れ
、
勤
労
、
納
税
、

教
育
な
ど
の
平
等
の
原
則
が
貫
か

れ
、
そ
の
も
と
で
快
適
な
生
活
設

計
が
営
ま
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
し
か
し
、
公
務
員
労
働
者
の

賃
金
決
定
は
、
労
働
基
本
権
が
剥

奪
さ
れ
た
代
償
措
置
と
し
て
の
人

事
院

。
人
事
委
員
会
制
度
も
、
そ

の
法
的
背
景
や
手
続
き
遅
れ
に
よ

り
、
民
間
労
働
者
に
比
べ
賃
金
決

定
が
非
常
に
遅
く
な

っ
て
い
る
。

ま
た
、
公
務
員
の
み
な
ら
ず
人
事

院
勧
告
運
動
の
賃
金
決
定
方
式
を

持
つ
民
間
の
教
育

・
医
療

・
福
祉

等
の
職
場
で
働
く
者
や
、
公
社
、

団
体
等
自
治
体
関
連
団
体
に
も
影

響
を
及
ぼ
し
、
内
需
拡
大
な
ど
の

多
面
的
な
相
乗
効
果
、
公
務
員
労

働
者
の
勤
労
意
欲
の
向
上
と
、
積

極
的
な
住
民
サ
ー
ビ
ス
な
ど
、
社

会
全
体
に
与
え
る
影
響
は
大
な
る

も
の
が
あ
る
。

近
代
国
家
に
あ
っ
て
、
民
間
と

七
カ
月
遅
れ
の
精
算
は
極
め
て
不

自
然
で
あ
り
、
法
的
不
条
理
を
解

消
す
べ
く
人
事
院
の
早
期
勧
告

・

早
期
精
算
に
つ
い
て
、
関
係
機
関

で
あ
ら
ゆ
る
努
力
を
図
ら
れ
る
よ

う
強
く
要
望
す
る
。

以
上
、
地
方
自
治
法
第
九
十
九

条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
意
見
書

を
提
出
す
る
。

平
成
八
年
九
月
二
十
日

小

浜

市

議

会

繊
う
え

森
林
は
、
林
産
物
の
供
給
は
も

と
よ
り
、
国
上
の
保
全
、
水
資
源

の
酒
養
、
生
活
環
境
の
保
全

・
形

成
等
国
民
生
活
に
と
っ
て
重
要
な

役
割
り
を
果
た
し
て
お
り
、
林
野

公
共
事
業
は
こ
れ
ら
森
林
の
有
す

る
公
益
的
機
能
の
維
持

・
向
上
を

図
る
う
え
で
根
幹
を
な
す
事
業
で

あ
る
。

特
に
、
本
市
は
七
十

・
九
％
が

森
林
で
あ
り
積
雪
地
帯
で
あ
る
な

ど
の
制
約
的
な
条
件
の
も
と
、
間

伐
等
保
育
管
理
の
徹
底
、複
層
林
、

育
成
天
然
林
施
業
等
を
含
め
た
多

様
な
森
林
整
備
を
推
進
す
る
と
と

も
に
、
効
率
的
な
林
業
経
営
や
山

村
地
域
の
生
活
環
境
の
改
善
等
に

不
可
欠
な
林
道
の
整
備
、
さ
ら
に

災
害
に
強
い
地
域
づ
く
り
を
図
る

た
め
治
山
事
業
を
積
極
的
に
推
進

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、昨
今
の
森
林
、

林
業
を
取
り
巻
く
情
勢
は
依
然
と

し
て
厳
し
く
、
林
業
生
産
活
動
の

停
滞
等
に
よ
り
、
手
入
れ
不
足
の

森
林
が
増
加
し
、
さ
ら
に
山
地
に

起
因
す
る
災
害
が
多
発
す
る
な

ど
、
森
林
の
有
す
る
公
益
的
機
能

の
低
下
が
懸
念
さ
れ
る
状
況
に
あ

る
０現
在
の
森
林
整
備
事
業
計
画
及

び
第
八
次
治
山
事
業
五
箇
年
計
画

は
平
成
八
年
度
で
終
了
す
る
こ
と

に
な

っ
て
い
る
が
、
造
林
事
業
、

林
道
事
業
、
治
山
事
業
の
重
要
性

に
鑑
み
、
長
期
視
野
に
立
っ
て
計

画
的
に
推
進
す
る
こ
と
と
し
、
来

年
度
か
ら
始
ま
る
次
期
森
林
整
備

事
業
計
画
及
び
第
九
次
治
山
事
業

五
箇
年
計
画
を
策
定
し
、
林
野
公

共
事
業
を
強
力
に
推
進
さ
れ
る
よ

う
、
下
記
事
項
に
つ
い
て
強
く
要

望
す
る
。

己

一
、
次
期
森
林
整
備
事
業
計
画
に

お
け
る
事
業
量
を
大
幅
に
拡
充

す
る
こ
と
。

二
、
第
九
次
治
山
事
業
五
箇
年
計

画
に
お
け
る
事
業
量
を
大
幅
に

拡
充
す
る
こ
と
。

三
、
平
成
九
年
度
造
林
、
林
道
、

治
山
事
業
に
お
け
る
所
要
事
業

費
を
確
保
す
る
こ
と
。

以
上
、
地
方
自
治
法
第
九
十
九

条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
意
見
書

を
提
出
す
る
。

平
成
八
年
九
月
二
十
日

小

浜

市

議

会

本
市
の
農
業
者
は
、
消
費
者
に

喜
ば
れ
る
良
食
美
味
の
生
産
に
取

り
組
ん
で
い
る
。

し
か
し
、
米
を
め
ぐ

っ
て
は
、

市
場
開
放
の
容
認
、
ミ
ニ
マ
ム
ア

ク
セ
ス
米
等
に
よ
っ
て
生
産
者
の

営
農
意
欲
を
減
退
さ
せ
た
ば
か
り

か
、
消
費
者
に
と
っ
て
も
、
将
来

の
食
料
に
大
き
な
不
安
を
抱
か
せ

る
も
の
と
な
っ
た
。

ま
た
、
昨
年
十

一
月
よ
り
施
行

さ
れ
た
新
食
糧
法
は
、
生
産
者
自

ら
が
役
割
り
を
担
う
と
の
認
識
の

も
と
、
米
の
均
衡
あ
る
生
産
、
販

売
対
策
の
再
構
築
に
農
業
協
同
組

合
の
組
織
を
あ
げ
て
取
り
組
ん
で

き
た
が
、
生
産
調
整
の
取
り
組
み

に
お
い
て
全
国
の
歩
調
が
揃
わ
な

い
現
実
の
な
か
で
農
家
の
苛
立
ち

は
図
り
知
れ
な
い
も
の
が
あ
る
。

一
方
、
政
府
に
お
い
て
は
、
昭

和
三
六
年
に
制
定
さ
れ
た
農
業
基

本
法
に
変
わ
る
新
た
な
基
本
法
の

制
定
に
向
け
た
検
討
に
着
手
し
た

が
、
こ
れ
は
農
家
の
生
産
意
欲
を

喚
起
す
る
も

の
と
な
る
と
と
も

に
、
農
業
の
果
た
す
役
割
り
を
踏

ま
え
た
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。よ

っ
て
、
本
市
の
農
家
が
安
心

し
て
農
業
に
勤
し
め
る
よ
う
下
記

事
項
の
実
現
に
つ
い
て
強
く
要
望

す
る
。

記

一
、
新
た
な
農
業
基
本
法
の
制
定

に
つ
い
て
は
、
日
本
農
業
の
維

持
発
展
、
食
料
供
給
の
安
全
保

障
、
地
域
社
会
の
活
性
化
な
ど
、

今
後
の
農
政
発
展
の
理
念
を
明

ら
か
に
し
た
食
料

・
農
業

・
農

村
を
基
本
と
す
る
こ
と
。

二
、
平
成
九
年
産
米
の
政
府
買
入

れ
価
格
は
、
生
産
者
の
生
産
意

欲
を
喚
起
す
る
価
格
と
す
る
こ

Ｌ
Ｃ
。

三
、
新
食
糧
法
の
制
定
に
あ
た
っ

て
は
、
生
産
調
整
、
ミ
ニ
マ
ム

ア
ク
セ
ス
米
の
運
営
、
計
画
流

通
米
の
確
保
、
備
蓄

・
調
整
保

管
の
運
用
、
自
主
流
通
米
対
策

を
十
分
配
慮
し
た
も
の
と
す
る

こ

と

。

以
上
、
地
方
自
治
法
第
九
十
九

条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
意
見
書

を
提
出
す
る
。

平
成
八
年
九
月
二
十
日

小

浜

市

議

会


